
接骨院・整骨院、はり・きゅう、マッサージの施
術を受ける場合、健康保険が使えない場合がありま
す。かかり方を正しく理解し、適正な受診をお願い
します。
接骨院・整骨院など柔道整復師の施術を受ける人へ
接骨院・整骨院は柔道整復師が施術する施設であ

り、医療機関ではありません。そのため健康保険が
使える範囲は限られます。また、施術が長期にわた
る場合は内科的要因も考えられますので、医師にご
相談ください。

■問　国保年金課国保係　☎（95）9891

はり・きゅう、マッサージの施術を受ける人へ
はり・きゅうで保険適用できるものは特定の病気

（神経痛、リウマチ、腰痛症、五十肩など）の痛み
などに限られ、医師の同意書・診断書が必要です。
また、マッサージで保険適用できるものは医師より
医療上マッサージが有効と認められた場合で、はり・
きゅうと同様に医師の同意書・診断書が必要です。
施術内容についてお尋ねすることがあります
通院するときは療養費支給申請書に記載される負

傷原因、負傷名、日数、金額などを確認し、自筆で
署名をしてください。また、領収書を保管し、医療
費通知で金額や日数の確認をしてください。国保年
金課から施術を受けた人へ、施術日や施術の内容を
お尋ねする場合があります。

接骨院などの適正な受診
国民健康保険からのお知らせ

私たち第１分団は新川・道場山・天王地区を担当
しており、いつ起こるか分からない火災や災害に備
えて、市民の生命および財産を守るべく日々訓練を
行っています。訓練内容としては、火災を想定した
訓練、台風や津波を想定した訓練、消火栓の点検、
水門の点検、各種資機材の取り扱いと多岐に渡りま
す。
第１分団は「訓練は真剣に、訓練以外は楽しく」

をモットーに、非常によい雰囲気のなかで活動をし
ています。仕事もあり、家庭もあり、皆それぞれの
事情があるなかで、20代30代の若い団員たちが仕事
の終わった後に集まり、有事の際に備えて日々訓練
に励んでいます。消防団として活動するなかで様々

な人と関わり、人間としても成長し、また訓練を通
じて苦楽を共にすることで、年齢や立場を越えたた
くさんの仲間ができることは消防団の魅力のひとつ
だと感じています。私自身、同期のメンバーや先輩
後輩にも恵まれ、とても貴重な経験となっています。
地域の皆さんには日ごろ消防団の活動にご理解ご

協力いただきありがとうございます。
今後も市民の安心安全のために精一杯努めて参り

ますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。ま
た、消防団では地域を守る団員を募集しています。
魅力あふれる消防団の活動に興味のある人は、市役
所の防災課、もしくは地区の区長さんまで連絡して
ください。

第１分団分団長
鈴木靖正さん

第１分団を紹介します

保険が使えない施術
・整形外科などの医療機関で同部位の受診がある場合
・疲労や年齢からくる慢性的な肩こりや腰痛、体調不
良

・スポーツ後の筋肉疲労・筋肉痛
・症状の改善がみられない長期の治療

保険が使える施術
・ねんざ、打撲、挫傷（肉離れ）
・骨折、脱きゅうの応急手当
・医師の施術同意書がある骨折・脱きゅうの治療

消防団員募集中
■■問　防災課地域防災係
☎（95）9875
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■問　文化財課内
市史資料調査室
☎（41）4566

矢作川流域の幕府領には70か村ほどの村があり、
村には下流から川船で運ばれて来た荷物を陸揚げし
たり、逆に下流に送る荷物を船積みする川湊（土場）
がありました。上流の村々から鷲塚湊へ川船で年貢
米を運びましたが、川船に荷物を積み、土場から船
を出すことを「津出し」と言いました。村ごとに
「津出し」する土場は決められており、年貢米は特
に濡らさぬよう鷲塚湊まで運ばれました。
上流の主な土場には矢作、八丁（以上岡崎市）、挙

母、越戸、九久平（以上豊田市）などがありました。
土場から遠い奥三河の村では、土場までは馬の背に
年貢米を載せ、いくつも山を越えて運んでいました。
現在の長野県境となる津具村（設楽町）、稲橋村（旧
稲武町）の年貢米も川船で鷲塚湊まで運ばれていま
した（『新修豊田市史』・資料編）。
寛政２年（1790）の「片山家川岸蔵屋敷絵図」に

は、鷲塚湊に３棟の蔵屋敷が確認できます。年貢米
は片山家の蔵屋敷へ一旦納められ、その後、鷲塚湊

碧南の歴史へのいざない

Ｎo.77　鷲塚湊と矢作川⑶
で大型廻船に移されると、次は太平洋航路で江戸へ
運ばれていきました。川船は平底の細長い船ですが、
廻船（海船）は波を切るため船底がＶ字型、船体は
ずんぐり型でした。
江戸への航路は、三河湾を出るまでは南へ向かい
安乗（三重県志摩市）を経たあたりから東へ向きを
変え、遠州灘、伊豆半島、浦賀を経由し30日ほどで
江戸湾へ入りました。
江戸時代中ごろまでは、沿岸の山や岬を目印に進
み、夜は湊で停泊しました。しかし、中期以降、磁
石や星の位置から
航海できることが
わかると、沖乗り
といって、夜間で
も航海を続けたの
で、江戸までは10
日前後の航海とな
りました。

糖尿病が原因で亡くなる人を少しでも減らそうと、
病気の予防や治療継続を呼びかけるキャンペーンが
世界中でおこなわれます。キャンペーンでは、一致
団結して糖尿病と闘おうという意味をこめ、青い円
（ブルーサークル）をシンボルマークとして用い、
シンボルカラーの青色で歴史的な建造物をライトア
ップする取り組みもされています。
日本では、11月14日を含む１週間を「全国糖尿病
週間」とし、例年各地で講演会や健康相談などが行
われるほか、病院や城跡などがライトアップされて
います。

今年度、市民病院では新型コロナウイルス感染症
の流行に伴い、イベントや講演会は行いませんが、
毎月１回の糖尿病教室は開催しています。10月は以
下の教室を開催します。

糖尿病教室
「食事療法　炭水化物は敵？味方？」
とき　10月26日㈪

14時～16時
ところ　市民病院講義室
対象　市民病院の診察券

を持つ人
定員　10人程度
参加費　500円
申込み　不要
■問　市民病院管理課総務係　☎（48）5050

△矢作川と鷲塚湊絵図（遍照院蔵）

11月14日は世界糖尿病デーです11月14日は世界糖尿病デーです

ハナちゃん通信市 民 病 院 ■問　市民病院管理課
☎（48）5050
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